	部　長
	次　長
	専門監
	課　長
	補　佐
	係長
	係
	作成者

	
	
	
	
	
	
	
	


会  議  録

	会議名
	平成２３年度 第１回みよし市障がい者自立支援協議会全体会

	日  時
	平成23年7月8日（金） 14：00　～　16：00

	場　所
	みよし市立福祉センター3階　大会議室

	出席者（敬称略）
	別紙参照

	欠席者（敬称略）
	なし

	傍聴の有無
	７人（別紙）


	発　言　要　旨

	第１　あいさつ

	会長（わらび福祉園園長高濱氏）あいさつ。

「暑い中をお集まりいただきありがとうございます。昨年の１２月１０日に障がい者自立支援法の改正があり、部分的に施行しているものもあるが、大部分は平成２４年４月から。その中で自立支援協議会も法定化されている。みよし市としては準備会を初めとして、課題の集約を行い、その解決に向けて各部会の構成員の方々にご活躍をいただいている。自立支援協議会は地域によって取り組みに差があるようだが、これらも踏まえての法定化。みよし市としてもこれを機に更に充実した協議会運営を目指したい。障がい福祉に関わる機関、団体、事業所など、関係者が一同に会して横に手を取るということは過去にはなかったことかもしれないが、一歩ずつ前へ進み、次回につないでいきたいと思う。よろしくお願いしたい。」

	健康福祉部長あいさつ。

「通常業務がお忙しい中、みよし市障がい者自立支援協議会全体会に来てくれたことへのお礼。各会議では各機関同士が頻繁に顔を合わせ、みよし市の障がい福祉の充実に向けて熱心な話し合いが行われている。そのような中、年２回の全体会では、十分な検討・協議が行えないという意見から、今年度より年３回の開催となった。今回はその１回目。

障がい者数の増加、その多様化により、より高度で迅速な対応が求められるようになった。また、自立支援協議会の活発化に伴い、市の様々な課題が浮き彫りになる中で、相談支援事業の必要性も高まってきており、自立支援協議会からの要望もあって、相談支援事業の充実に向けた予算を確保させていただいた。これにより、相談支援体制の整備が進み、昨年度までより充実した相談支援が展開できている。

今回の全体会では、平成２３年度の事業報告をする中で、自立支援協議会の現状と課題を各機関で共有し、今後、自立支援協議会では何をしなければならないか、何をすべきかというような、今後の方向性についてのご意見をいただきたい。

今後も、みよし市の障がい福祉の課題解決のために関係機関が連携し、みよし市が障がいがあっても当たり前に暮らせるまちになるよう、皆様のご協力をお願いしたい。

	第２　構成員自己紹介

	　平成２３年度１回目なので、参加構成員の自己紹介を行う。

	第３　議題　１　平成２３年度のみよし市障がい者自立支援協議会について

	(1)運営協議会の事業報告（現状と課題）について、事務局である福祉課清水主事より説明。（資料Ｐ２～６参照）「全体会で今後の運営協議会運営についてのご意見を伺いたい。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	希望
小林氏
	みよし市の精神障がい者分野における最大の課題は、市内に日中活動の場所がないこと。ゆったり工房に通ってきている方たちが、確実に変わっていくことを実感している。今後、市内に活動の場所が必要。また、家族によって当事者支援が行われてきた歴史もあるが、これを分けて家族は家族として元気になり、過程の中で当事者を支えていけるよう、一方、当事者は当事者として専門家や福祉サービスを利用しながら地域で暮らしていけるよう、そのような視点や支援が求められている。

	副会長

阪田氏
	みよしの精神障がい者の家族の話を聞く機会があり、辛さをほんの少し共有できた。活動場所はすぐにはできないので、まずは今年度中、協議会の中に話し合いの場を設けることができればと考えている。

	会長

高濱氏
	皆さんからの異論もないようなので、精神障がいの分野について前向きに進めていく。事務局で調整し、方向性を出していただきたい。

	(2)心身障がい児部会の事業報告（現状と課題）について、事務局である生活支援センターひかりの丘戸村氏より説明。（資料Ｐ７～１１参照）「平成２３年度は、平成２２年度に試行的に取り組んできた事業を継続して取り組んでいきたい。その中で各機関の連携を強化していく。」

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	教育委員会

佐久間氏
	福祉と教育がタイアップするような個別の支援計画をどのような定義で作るかということを具体化していかなければならない。子どもが産まれて就学してくるまでの情報を、どう学校につなげるか、学齢期の情報を就労機関にどうつなげるかということに対し、関係機関からの意見が聞けるとよい。部会機能を活用していけるとよい。

	発達センター
上里氏
	児部会設置前から関わっている。課題はいろいろあるが、今、重点的に取り組んでいるのは就学前機関の連携。今までの取り組みが少しずつ形になってきている。まとめるにはまだ数年かかると思われるが、参加機関が前向きな姿勢なので、このまま進めていけるとよい。

	ひかりの丘
森下氏
	先回の全体会で出された登下校の問題に対し、現状を具体的に教えていただきたい。

	福祉課

清水氏
	関連する会議は資料９ページのとおり。それぞれの会議がどのような目的なのか担当部署に確認し、できれば会議に出席させていただいて、自立支援協議会として提案された内容をＰＲしてくる予定。個別ケースなどの調整は各自で行うこととし、合わせて相談支援窓口もＰＲして、登下校時の問題で相談したい場合は福祉課まで連絡してもらうようお伝えする。

	手親の会
小川氏
	前回もスピード感のお話をさせていただいた。なにかを始めようとして時間や調整が必要なことは理解できるが、登下校の問題で話し合ったのが昨年度。こどもは４月から学校に通っている。会議に出て正式にお話するという形もひとつであるが、実際に登下校の見守りなど行っているのはシルバーさんやボランティアさんであり、そういう方々に声をかけていただくだけでも全然違ってくる。仕組みを整えることも必要だが、当事者としてはすばやく動けるところは動いてもいいのではないかと思う。

	(3)就労支援部会準備会の事業報告（現状と課題）について、就労支援部会事務局であるわらび福祉園の深田氏より説明。（資料Ｐ１２～１３参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	三好養護
西堀氏
	みよしに限った話ではないが、福祉的就労の枠がほとんどない状況。今後、福祉的就労事業所が創設されるととてもありがたい。一般就労だと、養護学校卒業生の一般就労率は約２０％、愛知県では約４０％であるが、三好養護は１０％に満たないくらい。いろいろな問題はありながらも力を入れていかないと、来年、再来年は厳しい。一般就労できる子に就労してもらえると、福祉的就労の枠も空いてくる。一般就労はリスクも高いから福祉的就労で、という考えもあるが、両方ともかなり厳しい状況。

	ハローワーク
石原氏
	ハローワークとしても、雇用率未達成事業所への働きかけはしている。学校の先生も開拓の努力はされていると思うが、景気の状況が思わしくなく、以前に比べ半分くらいしか募集がない。障がい者雇用の受入もまだしばらく厳しいと思われるが、継続的に動いている。

	サンタ村

鶴田氏
	昔は小さい会社が障がい者雇用に一役買っていたが、最近はそれが難しくなってきている。今、障がい者雇用に取り組めるのは大手企業、その他は社会福祉法人で福祉的就労になる。しかし、障がい者が働くとなると人と人との関係が大切で、障がい者雇用の制度を利用して雇っていても、一緒に働く人との関係がよくなければ続かない。また、景気が悪くなると安定、安心を求めてしまい、就労のチャンスをつぶしてしまうこともある。今までは入ったら本人もまわりも気を抜いてしまうことがあったが、就労は入った後が大事なので、これからは関係機関や地域全体で支えていく必要があると思う。

	教育委員会
佐久間氏
	今後１２年間で１００名近くの児童・生徒が高校を卒業して社会に出てくる。この１００名のうちの何割かは発達障がいであり、丁寧に対応していけば就労のチャンスも含んでいる。教育委員会でいうと中学卒業までが対象なのだが、進路選択の際、高校卒業後も視野に入れる必要がある。しかし、今はこの間の支援が抜けていることがある。就労するためには念入りな準備が必要で、ビフォーケアも行いたい。教育支援センターでは、対象年齢は１９歳までとし、相談だけは中学卒業後も対応できる。自分の特徴や性格を知っていく３年間にしてもらえるよう準備している。現在、支援しているケースがあるが、ケースを通してシステムを作っていけるよう、ひとつのモデルになればと考えている。

	(4)相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）について、相談支援連絡会事務局であるしおみの丘の佐藤氏より説明。（資料Ｐ１４～１５参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	しおみの丘

松平氏
	今年度から相談員が専任となり、動きやすくなった。一方、いろいろな方の相談を受ける中で、みよしのサービス基盤の弱さにも気づかされ、相談員としては苦労していることと思う。一法人として、地域課題の解決を図るにも限界がある。すぐに解決するものではないが、自立支援協議会内で検討・議論していくことが必要であると考えている。

	みよし市社協
吉田氏
	相談支援事業所ではないが、相談員を１人配置して相談対応している。市の相談員が福祉センターに定期的に集まり、情報の共有化を図ることは連携の第一歩である。そこに社協の相談員も参加し、市の状況把握に努めている。

	福祉相談ｾﾝﾀｰ
五十住氏
	現在、豊田加茂福祉相談センターで受ける相談は、児童虐待とＤＶ関係がほとんど。障がい者に特化した相談は受けていない。精神障がいについては保健所で対応している。

	会長
高濱氏
	相談支援の中でいろいろなニーズを受けて、その解決に向けて実践していくプロセスの中で力がついていく。これをチームで行えるのが自立支援協議会のよさ。みよし市の自立支援協議会は一機関が責任や負担を背負うのではなく、みんなで背負おうということで動いている。

	ゆうゆう会
島田氏
	会議の冒頭でもあったように、みよしの精神障がいの分野は遅れており、市内に居場所ができることを願っている。居場所作りを目的に１０年以上前に家族会を設立したのだが、人数も増えず、さらに平成１８年前後の制度改正もあって難しくなってしまった。現在、やれることから取り組んでいただいているが、先の見通しができるとありがたい。

	サン・クラブ
柴田氏
	サン・クラブとしては、相談支援連絡会に２年前から参加させていただいている。この連絡会の中で、毎週の事業の報告もさせていただくようになった。みよしの精神障がいの現状は、知的・身体に比べると少し遅れているように感じる。サン・クラブと希望の事業も週に１回。ここに新規で来られる方が少ない。みよしの中で気軽に相談に行ける場所ができると状況がかわってくるのではないか。

	２　みよし市障がい者相談支援事業について

	平成２３年度の障がい者相談支援事業について、福祉課の清水主事より説明。（資料Ｐ１６～１７参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	副会長
阪田氏
	相談員が週に１回集まって、自分の対応しているケースの報告をし合っている。そこに私も加わっているわけだが、重たいケースが多い。それぞれ相談員や事業所でなんとか解決しようと動いていたが限界が来ている。これをカンファレンスで情報共有することでいろんなところでつながりができた。高齢福祉の相談が民生委員から入った。高齢福祉の相談で社協の深谷さんが動いたところ、

	副会長

阪田氏
	家族に障がいを持っているような方がおり、その対応をわらび福祉園の深田さんと動く、といったケースが２～３あがってきている。これを行うことで協議会の重要さや横のつながりの必要性をとても感じた。対象者の生きづらさを少しずつなくしていくことが、自分で生きようとする力を身につけてもらうことにも役立っている。これを積み重ねていけば、国が言う基幹相談センターの仕組みにもつながってくる。このような機会を作っていただいた福祉課に感謝したい。

	３　年間スケジュールについて（案）

	　平成２３年度の年間スケジュールについて、福祉課の清水主事より説明。（資料Ｐ１８参照）

	構成員名
	意見（質問・回答）等

	会長
高濱氏
	密度の濃いスケジュールであるが、それぞれの部会でがんばっていただけるということでよろしくお願いしたい。

	第４　その他（各機関からの連絡事項）

	　特になし。

	　貴重なご意見、ご提言、情報提供がたくさん出された。今後の協議会運営に反映させていく。

　以上で、平成２３年度第１回のみよし市障がい者自立支援協議会全体会を閉会させていただく。

どうもありがとうございました。（事務局　伊藤福祉課長）


－閉会－

